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～タイムラ
インって何

？

　　　  実
際に作って

みよう！～

京都府では、自主防災組織などを対象とした講習会にタイムライン作成の
ための講師派遣を行っています。各地域に応じたタイムラインを作成するこ
とができますので、是非活用してください。

　各ご家庭や各地域のタイムラインを書き込んでみてください。作成し
たものをご家族や地域の皆さんで共有しておくと、早期避難に役立ち、身
の安全を守ることができます。

タイムラインを作ってみよう！

○市町村から避難情報が出された際は、避難行動をとって下さい。
　避難情報は市町村が気象庁等の情報をもとにそれぞれの地域の状況を判断し発令します。
▶高齢者等避難
　避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等）とその支援者は避難しましょう。
　その他の人は、避難の準備を整えましょう。
▶避難指示
　速やかに危険な場所から全員避難しましょう。



　令和５年台風７号において、タイムライン
を作成していたことにより、早期避
難が行われ、身の安全を守ること
ができた事例があります。

　　　　　タイムラインは、居住地域が①土砂災害警戒区域、②浸水想定区域、
③川のそばに位置し、河岸浸食や氾濫により家屋倒壊の恐れがある、④他より土
地が低く浸水の恐れがある場合に作成することが推奨されます。
※このような情報は、以下のような市町のハザードマップや京都府マルチハザード
情報提供システムから確認することが可能です。

　土砂災害の兆候（異音）に対して敏感に反
応し、親類の指示により戸外に避難し難を逃
れることができた。（徳島県K町F地区）

　降雨が続き、危険を感じたら、早めに避難し
ようという認識を住民間で共有していたとこ
ろ、事前避難により家屋全壊からの被害を免
れることができた。（鹿児島県T市S地区）

　京都府では、地域の水害や土砂災害のリスクを踏まえ、①避難の合図、  
②避難先といったタイムラインの要点をまとめた「災害・避難カード」の作
成を推進しています。

タイムラインってなぜ必要？
　近年、台風や集中豪雨などの
想定外の自然災害により、大き

な被害が発生する地域が増えている中、
「逃げ遅れ」により、被災する人が多くい
るのが現状です。
　このような「逃げ遅れ」をなくすために
は、災害の発生が予想される際、予め自身
の行動を決めておく「防災行動計画（タイ
ムライン）」の作成が有効であるとされて
いることから、国をはじめ、京都府でも現
在作成を推進しています。

記入例 災害・避難カード

◯◯川の洪水警報の危険度分布が
薄紫色になったとき
◯◯川の水位が上がり、◯◯橋の
30cm下まで到達したとき

・ 避難する際は、防災グッズを持ち出すこと。
・ ◯◯さんへの避難の声掛けを行うこと。
・ 災害用伝言ダイヤル（171）
　（災害などで電話がつながりにくくなった場合に、提供が開始される伝言板）

◯市町村から避難情報が出された際は、避難行動をとって下さい。
　避難情報は市町村が気象庁等の情報をもとにそれぞれの地域の状況を判断し発令します。
▶高齢者等避難
　避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等）とその支援者は避難しましょう。
　その他の人は、避難の準備を整えましょう。
▶避難指示
　速やかに危険な場所から全員避難しましょう。

自分の住んでいる地域で、土砂災害
警戒情報が発令されたとき

◯◯小学校、△△中学校指定緊急避難場所避
難
先 次善の避難場所

◯◯小学校、△△中学校
◯◯公民館 ◯◯公民館

避難の合図
（スイッチ）
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